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1.はじめに

本研究は,中学校の英語授業における辞書指導のあり方を検討しようとするものである.

辞書指導について,平成10年告示の中学校学習指導要領では「辞書の初歩的な使い方に

慣れ,必要に応じて活用できるようにすること」と書かれていたが,平成20年告示の中

学校学習指導要領では「辞書の使い方に慣れ,活用できるようにすること」とされ, 「初歩

的な」と「必要に応じて」が削除された. 『中学校学習指導要領解説・外国語編』 (文部科
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学省,2008)では, 「辞書を活用できることは必要不可欠である」 (p.49)と述べられており,

さらに「3学年間を通して適宜辞書を活用させることが大切である」 (p.50)とされている.

本研究は,平成23年度からの3年間,信州大学教育学部の学部・附属共同研究の英語

部門が辞書指導をテーマに追究してきたことの報告である.学部

の活用について英語教育学・英語学の観点から理論的研究を進め警
は,英和・和英辞書

また,中学生と大学

生を対象に辞書使用に関するアンケート調査を実施した.さらに,附属教員は,中学1年

から3年までの授業の中で実践事例を蓄積した.この研究を踏まえて,辞書指導のあり方

を提案するものである. 2

2.英語教育学と英語学の観点から見る辞書指導

2.1英語教育学からの辞書指導に関する提案

(1)辞書指導の3つの段階

辞書の指導に関してH紺皿er(2007,p.241)は3つの段階を提案している.第1段階では,

辞書が語学習にいかに役立つか説明するだけでなく,語の意味に関する生徒からの答え

にくい質問に対して,実際に教師が辞書で調べている姿を示す.第2段階では,生徒が辞

書の収録語に関する情報を読み,理解できるよう訓練する. i日本人学習者向けに編纂され

た英語学習用の辞書には　その辞書の使い方を学ぶための活用問題集やハンドブックが付

属していることがある.そのような教材を使用して,生徒は見出し語とその語義以外の情

報も学ぶことができる.第3段階では,辞書の使用が授業の流れの中に組み込まれる.

例えば,各単元の導入では,新出語句に関する問題を辞書を使ってペアで解かせることに

よって,生徒自身が“鵡enCy,,(主体曲を持って学習に取り組むこととなる(2007,p.245).

(劫辞書を使用する時・しない時

上記のような辞書の使用方法に関する指導もあるが,いつ辞書を使用するかに関しても

指導が必要である. Harmer(2007,P.246)は,文章の大意を把握するためのリーディングな

どの辞書を引かない活動では,その目的を教師が生徒に伝えることが重要であるとする一

方で,一字一句の意味を知りたがる生徒に対して共感する心を持ち,教師と生徒の間で辞

書をいつ使用すべきか合意に達するためのくわ紺ga壷,(交渉)をすることも大切であると述べ

ている.

多読の指導を行う際も同様の指導が必要である.多読では自分の英語力に合った本を辞

書を使用せずにたくさん読むことが推奨されているため,辞書を引きたがる生徒に対して

活動の目的を伝えることが重要である.それでも辞書を引きたがる場合は,教師と生徒の

間でbargainを行い,辞書を引かないことをルールとする多読であっても,辞書を引ける

場合や引くタイミングを共に決める.また,どうしても意味を知りたいと思う語句に印を

つけて読書後に調べることを許可することも一つの方法であるが,磐崎(2011,5章4節)は,

意味のわからない語句を後で調べるのではなく,辞書を引かなくても意味を推測すること

のできた表現のうち,使用方法に関して「なるほど」と感心できた表現にのみ印をつけて,
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一冊読破した後に辞書で意味を確認することを提案している.

以上のように,辞書を使用する時としない時に関して生徒と話し合う機会を適宜設けな

がら,学習者が適切なタイミングで辞書を活用できるように指導することが望ましいと考

える.

2.2　英語学からの辞書指導に関する提案

本節では, pr〇七〇七押e(プロトタイプ)という観点から,辞書指導を考察する.まず,語の

「定義」について考えてみる.例えば, 「恋」と「愛」はどう違うゐだろうか,我々は「恋」

や「愛」という語の意味を理解して使っているというよりも, 「恋」や「愛」であるかない

かの「基準」に基づいて使っているといえる.この「基準」というのは典型的だとみなさ

れるもの,つまり,プロトタイプのことである.辞書の語の定義には,このプロトタイプ

が使われている.例えば「羽があって,飛べる」という典型的な特徴が「鳥」の定義にな

る.しかし,あくまで典型例であるため,ダチョウのように飛べないものも「鳥」として

捉えられる(野矢,2011).また, SmOkeやpa血のように典型例( 「タバコを吸う」や「絵

を描く」 )が特足しやすいものと, r山eやeduca七eのように,どの行為が「支配する」や

「教育する」の典型例であるかが特定しにくいものがある(Ⅴもn皿的1957).

辞書の定義は典型例であるため,全体を捉えてはいない.例えば「割る」という語は「も

のにカを加え, 2つ以上の部分に分ける」と定義されているが, 「割る」は「枝」のような

細長いものや「紙」のように厚みのないものには使われない(仁田,2002).っまり,どのよ

うに使われているかをみることが,語の理解につながることになる.さらに,辞書の定義

は典型例であるため,場合によっては個人差も出てくる.例えば「豆腐」のように柔らか

いものに「割る」が使えるかは,判断が分かれるところである.同じことが英語にも当て

はまる。例えば,∴証pとs虹dはともに「すべる」を意味するが,車のようなタイヤがある

乗り物にはskidが使われる.そのため, My car slipped on some iceとは言わない

(Webb,2006,P.34).っまり, S止pとは異なり, Skidの典型例はタイヤのある乗り物がすべ

ることである(道路の路面がすべりやすいことはskiddyであってslippyではない).しかし,

辞書の定義は典型例であるため,英語母語話者の間でも判断が揺れる. Goo吐eでイギリス

のサイトを検索すると, Mycarskiddedのヒット数が24,400件に対して, MycarsHpped

も7,790件ある(語の使用のコーパス分析に関しては,佐久間2013).しかしながら, Mycar

skiddedが教えるべき典型例であると考えられる.その理由として人G)車に対してはslip

よりもs瞳dを使う人の方が多い,伍)英和辞典の中には誼pの主語に車を認めているもの

もあるが, (筆者が調べた範囲では)英英辞典ではs止pの主語に車は認めていない.

以上のことから,辞書指導においては手話の意味∈定義)はあくまで目安⊂典型例)と捉

え,多くの例文にふれることが,語の習得につながるといえる.さらに,判断が揺れる場

合は　典型例を教えておくことが重要であると考えられる.

3.辞書活用に関するアンケート調査の実施
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実際に英語学習者は辞書をどのように活用しているのであろうか.本節では　中学1年

生と大学生を対象に行ったアンケート調査の結果を報告する.

3.1中学生調査

附属松本中学校1年生3クラス(117人)を対象に,辞書活用及び辞書指導に関するアン

ケート調査を行った.実施時期は, 2012年2月であった.質問項目と結果は以下の通り

である.回答は最初の3問は複数回答可であり, 4問目は単一回答を求めた.

(1) 「今までに英語の単語や文章を調べる際に,辞書を使ったことがあるかどうか」

生徒全員が持っている教科書のワードリストの使用が最も多く(35%),続いて学校でも

購入を勧めた紙の辞書の使用が多かった(31%).種子辞書(22%)については,生徒自身が持

っていなくても親や兄弟から借りたと考えられる.また,インターネットのオンライン辞

書の使用(10%)も見られた.上位3つの全部またはどれか2つを回答してくる生徒がとて

も多かった.

(2) 「ふだん辞書を使っているかどうか」

「時々使っている」という回答が63%で一番となった. 「あまり使っていない」 (18%)

と「いっも使っている」 (14%)が続いた.また, 「全然使わない」という回答が6%あった.

「時々使っている」という回答が最も多かった理由として,教科書の新出語句の意味を調

べたり,趣味等で出会った英語を調べたりするのが「時々」であるからと考えられる.授

業で書く・話すという活動を行っていても,毎回は辞書活用をしておらず,家庭学習(提出

ノート)では既習の英文の写しや問題を解くことが多く,辞書を常には必要としないことも

理由として考えられる.

(3) 「どのような時に英語の辞書を使うか」

(2)で「全然使わない」以外の回答をした生徒に対して回答を求めた. 「学校の宿題」が

35%で最上位であった.続いて, 「塾の宿題をしていて」 (22%), 「英検の勉強をしていて」

(20%)というように,自分の英語の力をつけるた・めの使用が続いた.さらに, 「音楽を聴い

ていて」 (11%)や「パソコンを使っていて」 (6%), 「英字新聞を読んでいて」 (1%)のように

趣味に関する使用と, 「その他」の使用(8%)あった,多くの生徒が「単語の意味がわから

ない」と共通して感じるのが,学校の授業の時である.続いて,塾の宿題,英検と続き,

単語の意味を知る必要性から辞書を引くと考えられる.音楽・パソコン等と趣味は様々だ

が,自分が興味を持ったものについて知りたいという気持ちから辞書を使用する場合もあ

ることがわかる.

(命「特にどのような辞書を使用しているか」

(2)で「全然使わない」以外の回答をした生徒に対して回答を求めた.この質問のみ,

単一回答を求めた.結果は, 「教科書のワードリスト」 (30%), 「英語の紙の辞書」 (31%),

「電子辞書」 (30%)の3つが並んだ「インターネットのオンライン辞書」は9%であった.

(5) 3種類の辞書の使用に対する生徒の意見

最後に, 3種類(教科書のワードリスト,英語の紙の辞書電子辞書)の使用に関する意見
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を自由回答してもらった.表1は,回答をまとめたものである.

表1 3種類の辞書使用に関する意見

使っていて良いと感じる点 俶x,�,H*(,I>�+X*(,hｫH+h.�5��

教科書のワ 仆8怦��,�,(*(,H*(.�,ﾈ,X7�6(,hﾊ�.x.ｨ.艇ｻ8怩�教科書で使われている以外の意味がわからな 書の内容でしか使わないので探しやすい/(教 �*"�-H.�*ｨ.ﾘ*�.x,�*(鳧,�+(-x.x.ｨ,�*"���
ードリスト �飲���ｹ(,ﾂ�7H8�6(5h8X4ｨ�ｸ6�,i(i�x*ｩ:�+h,R�語の一部としてしか出てこず　単語の単独で 

JヽJヽ �,ﾈ�9j�*ｨ.ﾘ*�.x,�*"����*ｨ,�*"�

英語の紙の ��ﾈ,ﾈｨ駅�_ｹd�.�.ﾘ*�.訂[h鬨*ｨ��*�.訂+(-x,B�調べるのに時間がかかる/重い 

講評 ��x,儻H*ﾒ�

電子辞書 兌h鬨/��X,(+�*�,Xｬ�%�,�+(-x.x.ｨ.�,h+�.ｲ���訳がたくさん出てきて,どの訳があっている 
数の辞苦が入っていて,いろいろな辞書で意味 �*�.ﾘ*�.x,�*(鳧*ｨ*�.艇*(.ｸ*(.ｸ�,H*ｸ+x*ﾂ�

を調べられる/音声が聞ける/コンパクト �,H.h*ﾘ.ﾘ*�.x,�*(,h+�.ｲ�8.ｨ.(+x*"�+y[b�

が出てこない/例文がすぐに見られない 

3.2大学生調査

2014年1月,三つの「アカデミック・イングリッシュ」 (高年時必修の一般教養英言説

のクラスにおいて82名の大学二年生を対象に,三つのレベル:彼らの中学校時,高等学

校時,及び現在の英語学習における辞書活用についての調査を行った.調査対象者のより

詳細な内訳は二つの上級クラスに属する56名と一つの中級クラスに属する26名であり,

82名全員が教育学部の学生であるが専攻は様々である.この調査の目的は,それまでの辞

書指導が,大学生の辞書使用にどのような傾向を生み出すのかを明らかにすることである.

調査の最初の部分はそれぞれのレベルでの辞書使用に関する四つの質問から成っている.

第一の質問は(表2を参照),どの種の辞書を使用しているかというものであり,学生は一

つ以上の答えを選択できる.結果として,中学校時には85%が英語の紙の辞書を使用し,

54%が教科書のワードリストを使用したと返答した.対照的に高校生時には84%が電子辞

書を使用し,たった45%が英語の紙の辞書を使用すると返答した.似たように現在は83%

が電子辞書を使用するが, 48%がインターネットのオンライン辞書を使用するとの返答で

あった.

表2　校種ごとの使用辞書の種類の割合　　表3　校種ごとの辞書使用の頻度の割合
中学校　　　高校　　　　大学

ワードリスト　　　　　54%　　　　雷6%　　　　1%

痕　　　　　　　85%　　45%　　　7%

王3%　　　　84%　　　　　鎚%

オンライン　　　　　　2%　　　　6%　　　　48%

2%

中学校　　　高校　　　大学

しばしは

時々

おりおり

使用しない

3 5ツく)　　了了%　　　2(擁

50%　　　　　21%　　　　54%

賞3%　　　　　2%　　　　24%

l%　　　　　　　　　　　　　2%

使用せず　　　　　　1%　　　　　　　　　2%

第二の質問は(表3を参照),辞書使用の頻度についてである.中学校時には35%が“し

ばしば’辞書を使用した高校時には77%が“しばしば’使用したのに対し,現在大学生と

しては20%のみが“しばしば’使用するとの結果であった.高校生はより難易度の高い英

文を読む必要があり,また大学入学試験に合格する必要があることから,この結果は驚く

ものでない.
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第三の質問は(表4を参照),辞書使用の目的についてであり,学生は一つ以上の答えを

選択できる.最も多かった答えは三つのレベルに共通したものだった:彼らは宿題のため

に辞書を使用する(中学-91%,高校-94%,大学-88%).二番目に多かった答えに関し

ても同様であった:試験のために使用するのであり,高校生が最も高い49%を記録した.

注目すべき相違点は, 20%の大学生がウェブページの情報を理解するために辞書を使用す

るのに対して,同様の目的での辞書使用は中学生時は1%,高校生時は6%であることであ

る.

表4　校種ごとの辞書使用の目的の割合　表5　校種ごとの最もよく使用する種類の

中学校　　高校∴　大学

り1 %　　　　9・締る　　　緩%

43 %　　　　　49%　　　32%

18%　　　　1う%　　　21%

歌詞の意味　　　　　　13%　　　18%　　18%

その他　　　　　　　　1%　　　l%　　1%

辞書の割合
中学校　　　高校　　　大学

29%

61%　　　　　21%　　　　　4%

ードリスト

オンライン

その他

使用せず　　　　　　2%　　　1%　　　　　4%

最後の質問は(表5を参照),どの種の辞書を最もよく使用しているかというものであり,

第一の質問と異なり学生は一つの答えしか選択できない.予想通り,中学生時には61%が

英語の紙の辞書を最もよく使用し,一方高校生時には78%が,現在では71%が電子辞書を

最もよく使用するとの返答であった.注目に値することは,中学校時及び高校時にはゼロ

にも関わらず現在は21%がインターネットのオンライン辞書を最もよく使用すると答え

ていることである.大学生は学業にも娯楽にもオンラインで過ごす時間が増えるため,イ

ンターネットのオンライン辞書の使用も増えるのは当然と言えよう.

調査の第二の部分は辞書使用の指導とその難しさに関する質問に焦点を当てている.今

までに辞書の使い方について教わったことがあるか,と尋ねられた場合, 79%があると答

え18%がないと答えた.あると答えたうちの78%が中学校教員に, 46%が高校教員に, 9%

が塾で　そして8%が親から教わったという.辞書使用の難易度に関する選択肢の用意さ

れた質問に答えた80名の学生のうち, 9%がよく困難を感じ, 48%が時々困難を感じ,た

った11%だけが一般的に困難を感じることはないという.最後の質問は辞書使用に際して

の困難について自由記述するものである.多くの学生が多くの中から適切な意味を選ぶの

が困難である,例文が質量とも不足気味である,イディオムや口語体や新しい造語を見つ

けるのが困難であるなどと述べている.

3.3　中学生調査と大学生調査の考察

大学二年生の調査は彼らが英語の紙の辞書から離れインターネットのオンライン辞書へ

と向かっているという動向を明確に示している.これは学年が上がったこととテクノロジ

ーの進歩の結果であろう. 2013年に中学一年生を対象に行われた調査では, 30%が電子辞

書を使用し9%がインターネットのオンライン辞書を使用している.これらの数字はそれ

ぞれ7%と0%という,現在の大学生が中学生時にそれらを使用したそれを大きく上回って

いる.
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調査の対象となった大学生たちは,彼らが英語の紙の辞書を使用していた中学生時に最

も多く辞書使用の指導を受けている.大学での辞書使用の指導についてレポートしたもの

はないが,大学生の辞書使用は急速に電子辞書及びインターネットのオンライン辞書へと

シフトしている.これらの辞書は学生が適切な語句や使用法を探す際に生じる困難に,新

しくより適切な方法をもって応えるものである.辞書使用は言語学習に欠かせないもので

あり,低学年での辞書使用の指導は辞書使用の昨今の動向を気に留めて行われるべきであ

り,生徒が英語を学び続けることに役立つ技能を身に付けさせる助けとなるべきである.

4.辞書指導の工夫

本節では,平成23年度に附属長野中学校で実施した辞書指導に関する実践を報告する.

4.1実践事例1

実践対象学年は1年生で　実践時期は1月であった.実践単元は, Lesson 9 `ALet七er

from the UK’(jVをw Cわm2励衿Z廠St壷努J)である.

(1)言語活動

/教科書にある,イングランドからの手紙の内容を読み取った後, A工廿の書いた手紙の

内容を読み取る場面で,その本文に書かれていることばかりでなく,単語の持つ多様な意

味や文のつながりなどから,行間を読み,書き手が伝えようとしていることを理解する.

その後,読み取った書き手の意図することに合うように,手紙の返事を書く.

(2)辞書指導

単元を通して,学習の段階を, 3段階(①教科書の内容を読み取る場面, ② A工月の手紙

を読み取る場面, ③ Aエ廿に手紙の返事を書く場面)に分けて,生徒の辞書の使用について

観察及び分析を行った.

(3)実践結果

①教科書の内容を読み取る場面

特に辞書を活用するように指示をしたわけではないが,単語の意味を調べるために辞書

を使属し,本文の意味を理解するために使用している姿が見られた.代表的な意味を選択

し,単語ごとに日本語での意味を確認して,最後に日本語としてつなげる作業を繰り返し

ていることが見えてきた.その中で,既習表現であるにもかかわらず,多くの生徒が引く

単語(覚えにくいと推測される)があることが見えてきた.また,中学生用の英和辞書の頁

の両側にアルファベットだけでなく冒頭の単語と最後の単語が書いてあることから,机間

指導をしながら,生徒がどの単語を調べているのかを目視しやすいことがわかっだ

② Aエ廿の手紙を読み取る場面

Aエ丑によって書かれた手紙には,未習語が含まれていた.生徒は未習語に遭遇した際

に,文全体の意味を理解するために辞書を使用していた.しかし,上記①のように,ある

単語と一つの日本語の意味とを結びつける作業に終始してしまっているため,適切な日本

語の意味を理解できずにとまどっている姿も見られた.

ー　7　-



③ AI月に手紙の返事を葺く場面

自分の考えたことを英語にする場面では,和英辞書の使用にとどまり,英和辞書を活用

する姿は見られなかった.

1年生の学習の中では,英和辞書を使用はしているものの,活用し切れていない様子が

見られた.どのようなタイプの辞書を,どのような場面で使用させていくかについて課題

が残った.

4.2実践事例2

実践対象学年は2年生(授業実践者の担当学級2クラス81名)で　実践時期は12月から

1月であった.実践単元は, Lesson8 “Landmines and Childrenr (N己w C功朋2励移立鎚

鏡壷努身であった.

(1)言語活動

教科書からカンボジアの現状や地雷の恐ろしさを読み取る・また,戦争や地雷に関する

V了I前や補助資料から情報を読み取った上で自分が考えたことをレポートとして英語で書

く.また,その過程で　互いの意見を発表し合う場面を設定し,英語を通して互いの考え

を理解する.

(2)辞書指導

事例1の1年生と同様に,単元展開の中を3段階(①教科書や補助資料等からカンボジア

の現状について読み取る場面　②友と互いの考えを共有する場面　③自分の考えをレポー

トとしてまとめる場面)に分けて,生徒の辞書の使用について観察及び分析を行った.

①の段階では,まず　意味が分からない単語に○を付け,課題を明らかにしてから辞書

をひくように指導した.辞書をひいた際には,マーカーで単語に印を付け,主要な意味を

ノートに書き写すようにした.

②の場面では,互いに分からない単語が出てきた場合には教え合うように指示し,その

際に,自分が調べた単語の多様な意味や辞書の中での表記も併せて共有するようにした.

③の場面では,まとめたレポートに注を付けるように指示し,辞書で調べた単語やその

意味を明らかにするように指導した.

(3)実践結果

①教科書や補助資料等からカンボジアの現状について読み取る場面

意味が定着していない既習表現や未習語が出てきた際に英和辞書を活用する姿は1年生

と同様であった.しかし, 1つの単語に対して複数ある意味の中から,その文の中で使用

される場合にはどの意味を当てはめるのが適切か,文全体の意味から考え,取捨選択して

意味を絞っていく姿があった.

②友と互いの考えを共有する場面

互いの考えを発表し合う場面では,辞書使用の必要性が生まれるように,黒板への板書

やワークシートへの書き込みなど,意図的に考えた英文を文字化して伝え合うようにした.

当然,自分の考えを書く際には和英辞書を使用して考えをまとめているため,他の生徒に
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とっての未習語が使われる場合が多かった.未習語の意味を確認の上　上記①と同様に,

前後の関連から適切な意味を選び出す姿が見られた.

③自分の考えをレポートとしてまとめる場面

マッピングやスモールトークなどを積み重ねた後のレポート作成であったため,それま

でに和英辞書を使って書きためてあった英文をつなぎ合わせていく姿が多かった. -部の

生徒は,未習語を使用しながらも読み手の立場に立ち,わかりづらいと判断した場合には,

英和辞書を使用する姿が見られた・ 、英和辞書の中にある例文を使い,その単語の意味を読

み手が理解できるように工夫する姿が見られた.

4.3実践事例に関する考察

実践事例1より,どのような辞書(学習者用辞蕾　電子辞書　一般向け辞書)を用いるの

かを検討する必要があることが示唆された.また,教科書巻末にある「単語の意味」のペ

ージと異なり,英和辞書の場合1つの単語が持つ複数の意味が列挙されているため, 1年

生に英和辞書を使用させる際には意味の候補から文脈に合う適切な意味を選択する方法の

指導などが必要であることも示唆された.実践事例2より,単語の意味を調べるだけでは

なく,語形変化や例文の使用など,生徒に教えるべき辞書の効果的な使用方法を検討する

必要性が示された.

5.辞書指導に関する提案

5.1未習語の意味の推測

本稿4.3の実践事例に関する考察では,実践事例1から文脈上適切な語の意味を英和辞

書から選択する方法を指導することが必要であると示唆されている.本稿3.2の大学生へ

の辞蕾使用に関するアンケート調査からも,辞書を引く際に適切な意味を辞書から見つけ

ることが難しいと感じる学生が多いことがわかった,本稿2.1で述べたとおり,多読では,

辞書は引かないことが推奨されているが,磐崎(2011, 5章4節)は意味を推測し,その使

用方法に関して納得できた表現だけを一冊読み終わった後に辞書で確認するという方法を

提案している.中学校ではあまり多読は行われていないが,未知語をすぐに辞書で調べる

のではなく,意味を推測した上で適切な意味を確認するという習慣を身につけさせること

で,より速く,あるいはより多く英文を読む力を養うのに役立つと考えられる.

5.2例文に注目させる辞書の指導

実践事例2の考察からは,語の意味に加え,例文などを活用する方法の検討が必要であ

ると示唆されている.本稿2.2で述べられているとおり,語の典型例を理解しておくこと

は必要であるが,典型例だけでは語の適切な選択が難しい場合もあるため,多くの例文に

ふれることが重要である.しかし,本稿3.2の大学生への辞書使用に関するアンケート調

査の回答から辞書における例文の量の不足が指揃されている.紙幅の都合上　英語の紙の

辞書や教科書のワードリストに多量の例文を載せることはできないが,オンラインの辞書

や複数の英語の辞書がコンテンツとして入っている電子辞書からは多くの例文を検索する
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ことができる.本稿3.1の中学生への辞書使用に関するアンケート調査では,電子辞書と

オンライン辞書の使用者はあわせて32%であり,今後,さらに多くの中学生が電子媒体の

辞書を使用すると考えられる.その使用方法についての指導として,まずは,本稿2.1の

(1)で提案されている辞書指導の第1段階や第2段階のように,教師が例文を活用して語の

選択に役立てている様子を示したり,生徒に例文を探させたり,例文から語の使用方法を

考えさせたりする活動が考えられる.

6.おわりに

本研究は新学習指導要領に対応して主として中学校での辞書指導はどうあるべきかを検

討してきた.新学習指導要領では旧学習指導要領にあった「初歩的な」と「必要に応じて」

という表現が辞書のあり方に関する記述から削除された.本稿では辞書を直ぐに使わずに

未習語の意味を推測させることや,例文の活用,電子辞書・インターネットのオンライン

辞書の使用の指導を主張してきた.このような辞書は英語の紙の辞書では不足しがちな豊

富な例文等の情報を得ることや,このような辞書の活用は推測力を身に付けることによっ

てより効果的に使いこなすことを可能にするため中学校卒業後,より高度な英文を読む際

にはかならず必要になることであり,実際現在の大学生の間ではそういった辞書の使用頻

度が高いことがわかった.中学校での辞書指導も,中学校三年間だけでなくその後も視野

に入れたものが望まれる.

注

1.各メンバーが関わった年度は,高橋渉,酒井英樹　田中江扶,金子史彦,田中真由美の5年度),伊原巧(23年度),

Colleen Dalton (25年度),小泉一輝(23. 25年度),三澤葵(23年度),倉島小有美(23年度),百瀬一紀の3年度),

矢野司(24 ・ 25年度),橋爪祐一(24 ・ 25年度),木下耕一(25年度),坂口俊樹(25年度),矢島裕文(25年度),戸

谷裕美子(23 ・ 24年度),津金俊文(24 ・ 25年度),楠武明(24年度),鷲津貴夫(25年度)である.

2.主たる執筆担当者は1(酒井), 2.1(田中真由美), 2.2(田中江扶), 3.1(24年度附属松本中学校), 3.2日独七〇n), 4(23

年度附属長野中学校), 5.1-2(田中真由美), 6(金子).また,本稿執筆のとりまとめと英文要旨, 3.2の和訳を金子

が担当.
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